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平成 23 年度練馬区消防団運営委員会（第１回） 

要点記録 

１ 日 時 

平成 23 年 11 月 25 日（金）午後１時 30 分～午後 2時 00 分 

 

２ 会 場 

  練馬区役所災害対策本部室 

 

３ 議事内容 

(1) 開会 

 安全・安心担当課長 本日の内容は、平成 23 年８月に東京都知事から諮問があっ

た、「東日本大震災を踏まえ、地域特性に応じた即時性の高い

消防団活動について」委員の皆様にご審議をいただくことであ

る。 

[委員紹介など] 

(2) 委員長挨拶 

 委員長 今年度第１回練馬区消防団運営委員会に、大変お忙しい中お

集まりいただき心から御礼申し上げる。 

今回の諮問事項は「東日本大震災を踏まえ、地域特性に応じ

た即時性の高い消防団活動について」である。 

３月 11 日に東日本大震災が起きたが、その中での消防団員

の活動は非常に目覚ましく賞賛に値するものとなった。 

この東京もいつ首都直下型地震に見舞われるか分からない

と言われている。したがって今回の都知事からの諮問事項は時

期にかなった素晴らしい諮問である。 

委員の皆様方も大変お忙しいことと存じますが、諮問に対す

る答申案を作成するにあたり十分なご審議を頂戴したい。 

(3) 議事 

 ① 都知事の諮問について［資料１］ 

② 諮問に対する検討について［資料２］ 

 練馬消防署警防課長 

 

委員長  

 

 

委員一同 

［資料１］［資料２］読み上げ 

 

 ただ今、諮問事項に対する検討事項事務局案を頂戴したが、

これについてご意見、ご質問等あればお願いしたい。 

 

意義なし。 
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委員長  それでは、今回の議事はこれをもって終了とする。 

 次回の委員会では、今回の審議を受け答申案の検討を行いた

いと思うのでよろしくお願い申し上げる。 

(4) 報 告 

 ① 前回の練馬区消防団運営委員会の答申について［資料３］ 

 安全・安心担当課長 前回の諮問事項は、「消防団の組織力を維持するために、消

防団員の早期退団を解消する方策について」であった。これに

ついて当委員会で平成 22 年度に２回審議し、答申内容を決定

した。そこで、本年３月 10 日付けで資料３のとおり東京都知

事あてに答申を行った。 

 ② その他 

 （報告事項なし）  

(5) その他 

 委員長 区長と練馬区内３消防団との地域懇談会を３回にわたり開

催した。非常に活発なご意見ご指摘等を頂戴し、有意義な懇談

会であった。これからも皆様のご意見を頂戴したい。 

(6) 閉会 

 練馬消防団長 

 

 

 

 

 

 

 

安全・安心担当課長 

[３消防団長を代表して挨拶] 

日頃から、消防団運営に深いご理解とご支援をいただきあり

がとうございます。また本日は大変お忙しいところお集まりい

ただき諮問事項についてのご検討をいただいた。大変感謝申し

上げる。 

平成 24 年までの審議期間内にもう２回集まっていただくこ

ととなりますのでよろしくお願いしたい。 

 

次回の委員会の日程については、調整のうえ、後日開催案内

をご送付申し上げる。以上で本日の消防団運営委員会を終了す

る。 

 

 


